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定価100円

自衛隊の海外派兵を食い止め、大囁軍縮を！

米軍基地を撤去しよう！

反核運動を継続し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

EAPONS KILL C 
R THEY'RE USED 0 

ニューヨーク国連本部前で (2ページに記事／写真提供：梅林宏道）

NPT延長会議の報告

沖縄から●基地撤去の声を伝えつづける

I米軍駐留50年目の選択●「思いやり」新協定はNo!

連載 (2)●在日米軍基地に関する基地周辺住民の意見

横田／厚木／池子

●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額） 脹t軍：債iネットワーク
個人 1口1000円 個人 1口 500円 3000円

団体 1□2000円団体1口1000円 キャッチピース
〈会費は本誌購読料を含みます〉



四
月
十
七
日
か
ら
五
月
十
二
日
に
か
け
て
、

N
P
T
（
核
不
拡
散
条
約
）
の
延
長
を
決
定

す
る
会
議
が
、
条
約
加
盟
国
一
七
八
ヶ
国
の

う
ち
一
七
五
ヶ
国
を
集
め
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
で
行
わ
れ
た
c

一
こ
れ
に
対
し

て
四
月
十
九
日
か
ら
四
月
二
六
日
ま
で
、
こ

の
延
長
検
討
会
議
に
向
け
た
渠
会
、
セ
ミ

ナ
ー
等
の
行
動
が
世
界
各
国
か
ら
結
集
し
た

非
核
N
G
O
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
私
は
、
四

月
十
七
日
か
ら
二
九
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
滞
在
し
、
会
議
を
と
り
ま
く
雰
囲
気
や
、

N
G
0
の
活
動
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
は
、
延
長
検
討
会
議
の
結
果
な
ど
を

駆
け
足
で
報
告
し
た
い
。

延
長
会
議
の
結
論

N
P
T
の
延
長
方
法
に
つ
い
て
は
条
約
第

十
条
に
よ
り
、
一
九
七
〇
年
か
ら
二
五
年
後

合
意
で
は
な
い
」
と
い
う
発
言
が
な
さ
れ
、

最
終
宣
言
も
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
に
そ
れ
は
示
さ
れ
て
い
る
｛
：
＾
払
俊
五
年
毎

に
行
わ
れ
る
検
討
会
議
に
、
準
備
会
議
が
設

定
さ
れ
る
な
ど
こ
れ
ま
で
よ
り
強
化
さ
れ
る

と
い
う
前
進
は
見
ら
れ
た
が
、
実
質
的
に
成

果
を
あ
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
五
年
後
の

検
討
会
議
を
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

っヽし

分
岐
の
内
容

N
P
T
に
は
基
本
的
に
核
兵
器
国
と
非
核

兵
器
国
と
い
う
区
分
が
あ
り
、
ま
た
国
連
で

の
「
先
進
国
」
、
旧
東
側
、
そ
し
て
非
同
盟
諸

国
と
い
う
区
分
も
あ
る
。
今
回
の
会
議
で
も

こ
の
分
岐
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
枠
組
に
お
さ

ま
ら
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
多

数
派
工
作
に
よ
り
、
非
同
盟
諸
国
内
に
分
解

が
起
き
た
3

い
く
つ
か
の
国
が
検
討
会
議
の

強
化
な
ど
重
要
な
条
件
を
つ
け
な
が
ら
、
無

期
限
延
長
支
持
に
ま
わ
っ
た
り
し
た
。
そ
れ

と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
そ
の

内
部
に
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
ハ
連
合

(
E
u
)
諸

国
は
、
無
期
限
延
長
支
持
を
E
uと
し
て
決

定
し
て
い
た
が
、
核
兵
器
国
の
核
軍
縮
の
義

務
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
、
ス

（
一
九
九
五
年
）
の
延
長
検
討
会
議
で
決
定
で

き
る
。
①
無
期
限
延
長
、
②
一
定
期
間
の
延

長
、
③
あ
る
期
間
の
延
長
を
繰
り
返
す
、
と
い

う
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
（
）
ア
メ
リ
カ
と

ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
＇
ロ
ッ
ハ
諸
国
や
日
本
を
中
心

に
す
で
に
会
議
が
始
め
ら
れ
る
前
か
ら
無
期

限
延
長
が
多
数
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
U

②

一
定
期
間
の
延
長
の
支
持
は
な
く
、
③
あ
る

期
間
（
二
五
年
）
の
延
長
を
繰
り
返
す
と
い
う

方
法
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
な
ど
の
非
同
盟
諸
国
が
主
張
し
て

い
た
。
）
会
議
の
結
果
は
一
―
一
ヶ
国
の
提
案

に
よ
る
、
無
期
限
延
長
で
あ
っ
た
。
「
条
約
の

検
討
プ
ロ
セ
ス
の
強
化
」
、
「
核
の
不
拡
散
と
軍

縮
の
原
則
と
目
的
」
、
そ
し
て
「
N
P
T
の
延

長
」
の
三
つ
が
ハ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
提
案
さ

れ
、
「
採
決
抜
き
」
で
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
核
不
拡
散
条
約
一
九
九
五
年
検
討
延

長
決
議
」
と
い
う
、
中
東
問
題
つ
ま
り
イ
ス
ラ

ウ
ェ
ー
デ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
的
に
軍

縮
を
推
進
す
る
国
々
か
ら
批
判
の
声
が
あ

が
っ
て
い
た
。
そ
う
い
っ
た
、
実
は
重
要
な
意

見
の
相
違
は
延
長
検
討
会
議
の
中
で
は
ほ
と

ん
ど
明
確
に
な
ら
な
か
っ
た
。
バ
ン
ド
ン
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）
で
の
非
同
盟
諸
国
の
会
議
や

E
じ
の
会
議
か
ら
の
情
報
、

N
G
oと
各
国

代
表
の
＾
互
叩
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ど
う
評
価
す
る
か

ア
メ
リ
カ
の
反
核
運
動
家
ダ
ニ
エ
ル
・
エ

ル
ズ
バ
ー
グ
氏
は
、

N
G
0
の
会
議
の
席
で

「
無
期
限
延
長
を
実
現
し
、

N
P
T体
制
を
失

う
危
険
性
」
を
指
摘
し
て
い
た
。
実
際
、
今
回

の
よ
う
に
期
限
切
れ
を
前
に
し
た
検
討
会
議

で
、
核
兵
器
国
へ
核
軍
縮
へ
の
圧
力
を
か
け

る
機
会
が
も
は
や
な
く
な
っ
た
こ
と
、
核
兵

器
国
と
非
核
兵
器
国
と
い
う
不
平
等
の
固
定

化
な
ど
、

N
P
Tを
向
上
、
改
良
し
て
い
く
こ

と
は
よ
り
困
難
に
な
っ
た
。
ま
た

N
P
T
か

ら
の
脱
退
防
止
は
ま
す
ま
す
道
義
的
権
威
．

信
頓
よ
り
も
「
制
裁
」
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
に
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
核
不
拡
散
体
制
を
強
化
し
な
が

ら
、
核
廃
絶
へ
進
め
る
戦
略
の
現
実
性
が
無

く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

N
P
T

エ
ル
の
核
所
有
問
題
に
対
す
る
ア
ラ
プ
諸
国

の
反
発
を
か
わ
す
た
め
の
決
議
も
採
択
さ
れ

こ。t
 だが
検
討
会
議
の
最
終
宜
言
は
、
核
兵
器

国
の
核
軍
縮
に
関
す
る
評
価
が
一
致
で
き
ず
、

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
米
口
の

核
兵
器
数
の
削
減
な
ど
を
評
価
す
る
よ
う
に

主
張
す
る
核
兵
器
保
有
国
と
、
不
十
分
性
と

進
行
の
速
度
の
遅
さ
を
指
摘
す
る
非
保
有
国

の
間
の
溝
は
埋
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

延
長
検
討
会
議
は
、
全
体
会
議
と
軍
縮
に

関
す
る
「
主
委
員
会
I
」
、
保
障
措
置
、
非
核

兵
器
遅
滞
に
関
す
る
「
主
委
員
会
II
」
、
核
の

平
和
利
用
に
関
す
る
「
主
委
員
会

m」
の
委
員

会
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
が
討
論

さ
れ
た
が
、
核
不
拡
散
体
制
の
強
化
、
核
軍
縮

に
む
け
て
実
質
的
な
議
論
が
進
め
ら
れ
た
と

は
言
え
な
い
二
採
決
」
後
に
発
言
し
た
非
同

盟
諸
国
代
表
か
ら
「
無
期
限
延
長
は
全
体
の

N
G
o
「
世
界
法
廷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
集
会
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
バ

ヌ
ア
ツ
の
ヒ
ル
ダ
・
リ
ニ
前
保
健
相
。
一
九
九
三
年
五
月
、
同
氏
の

演
説
を
引
き
金
に
、

W
H
o
（
世
界
保
健
機
構
）
総
会
は
、
核
兵
器

の
合
法
性
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
「
勧
告
的
意
見
」
を
求
め

る
決
議
を
あ
げ
た
。
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塁冨延長会議の報告
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菊地敬嗣
95年を核のない世界への転換点
に！運動（神奈川）
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核不拡散条約再検討・延長会議

NGO核廃絶グループ声明

1995.4.25 ニューヨークにて

核不拡散条約(r--;PT)再検討・延長会議への代表

団が行う決定は、世界の安全保障の未来に強大な影響

を及ぼすでしょう。したがって、この決定は道徳的緊

要と人道への責任感をもって行わなければなりません。

私たちの子々孫々に安全で生き延びることの出来る

世界を残すためには、私たちが核兵器の無い世界を達

成し、 50年間続いた核実験や核兵器生産の遺産であ

る環境破壊と人間への被害を補償することが必要です。

さらに、原子力技術の I平和利用lと戦争への利用
の間に断ち切ることのできない関連があること、半減

期の長い放射性物質の生成や利用により、未来世代へ

の脅威が付きまとうこと、を認識しなければなりませ

ん私たちは、大量破壊兵器用の物質を作り出すこと

なく、何千泄紀にもわたり環境を破壊し続けることの

ない、クリーンで安全で再生可能なエネルギー生産の

形態に移行しなければなりません。私たちにとって本

当に I奪いえない権利」は、原子カエネルギーにある
のではなく、核兵器のない世界に生きる人々の生命、

自由そして安全にこそあるのです。

私たちは核兵器のない世界は、注意深く一歩一歩達

成してゆかなければならないと認識しています3 私た

ちは、それは技術的に可能だと確信いたします。政治

的な意思の欠如、特に核兵器国の意思の欠如が、唯一

の傷害です3 化学兵器、生物兵器が禁止されたのと同

じように、核兵器は禁止されななくてはなりません。

私たちは核兵器の廃絶を達成するために、すべての

国に対し、特に核兵器を公然であろうと事実上であろ

うと保有する国に対し、次のことを実行することを求

めます。

l) 限られた時間枠を定め、有効な検証と執行の

ための条項を備え、核兵器の段階的除去を求める、

核兵器廃絶条約の交渉を 19 9 5年に開始し、20 

0 0年までに締結すること（注）。

2) 核兵器の使用や使用の威嚇を行わないことを

直ちに無条件に約束すること。

3) しきい値をゼロに定め、すべての国の核兵器

開発を禁止するという目的を明記した、真に包括

的な核実験禁止条約を速やかに締結すること。

4) 新しい核兵器を追加生産したり配備すること

を中止し、配備済みの核兵器の除去と不能化を開

始すること。

5) 核兵器使用可能なすべての放射性物質の、軍

事及び商業用利用と再処理を禁止すること C

6) すべての国の核兵器使用可能な放射性物質と

核施設を、国際的な計量、監視、保管措置のもと

に置き、核兵器使用可能なすべての放射性物質I])

公的な国際登録を確立すること3

7) 非核の流体力学爆発、コンヒュータ・シミュ

レーションなど（それらに限らず）研究室の実験

による核兵器の研究、設計、開発、実験を禁止し、

すべての核兵器研究所を国際監視のもとに置き、

すべての核実験場を閉鎖すること

8) トラテロルコ条約やラロトンガ条約で作られ

たような非核兵器地帯をさらに増やすこと。

9) 核兵器の使用と使用の威麻が違法であること

を認識し、これを公にし、また国際司法裁判所に

おいて宣言すること。

10) 輝可能て勘麒麟なエネルギー｝原の開発

を推進し、支援する国際エネルギー機関を設立す

ること。

11) 核兵器廃絶へのプロセスの立案や監視に、市

民やNGOが参加することを保証する機構を設立
すること。

核兵器のない世界は人類すべてが熱望しているもの

です。この目的は、少数の国の核兵器保有を公認して

いる核不拡散体制では達成できませんe私たちの「共

通の安全保障」には、核兵器の完全な除去が必要で

す。私たちは、 NPTの無期限、無条件延長に反対し

ます^ 私たちの目的は明確で無条件な核兵器の廃絶で

す。

（注）核廃絶条約は、不可逆的な核軍縮の方法を定め

るべきであり、次のような内容を（それにかぎらず）

含むべきです：すべての核兵器システムを撤去し不能

化すること：核弾頭を不能化し解体すること：弾頭と

核兵器使用可能な放射性物質を国際的な保障措置のも

とに置くこと：弾道ミサイルや他の運搬手段を破壊す

ること。この条約はまた遅滞なく独立に実行されるべ

き、上に掲げたような方法を含むことも可能です。完

全に履行された暁には、条約はNPTにとってかわる

でしょう。

賛同団体数16 6 (5月5日現在）
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を
是
正
し
、
完
全
な
も
の
に
近
づ
け
て
い
る
、

そ
し
て
核
廃
絶
条
約
（
で
き
る
な
ら
ば
そ
れ

は
脱
原
発
条
約
で
も
あ
る
）
に
育
て
て
い
く

と
い
う
方
法
は
、
現
行
の

N
P
T
の
存
在
を

無
視
、
あ
る
い
は
全
面
否
定
し
て
核
廃
絶
を

追
求
で
き
る
と
い
う
王
張
よ
り
も
は
る
か
に

可
能
性
が
あ
る
。
）

N
P
Tを
改
良
す
る
力
を

持
た
な
い
も
の
は
、
核
鹿
絶
条
約
を
も
実
現

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
（
〕
そ
れ
は
祉
界
政
治
の

根
本
的
な
変
化
を
意
味
す
る
の
だ
か
ら

核
廃
絶
へ
の
道
を

ま
ず
垂
直
拡
散
、
す
な
わ
ち
核
兵
器
国
に

よ
る
核
兵
器
の
質
的
向
上
、
核
戦
略
の
洗
練

を
厳
し
く
防
止
し
て
い
く
こ
と
を
進
め
る
こ

と
で
あ
る
9
]

①
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約

(
C
T
B
T
)

に
関
し
て
は
、
一
九
九
六
年
ま
で
の
締
結
が

提
案
さ
れ
、
す
で
に
条
約
案
も
出
来
て
い
る

い
く
つ
か
解
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
、

た
と
え
ば
検
証
方
法
や
実
施
組
織
の
問
題
が

あ
羞
ま
た
す
で
に
中
国
は
核
実
験
を
実
施

し
た
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ラ
ク
新
大
統
領
が

核
実
験
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
維
持
す
る
か
ど

う
か
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、

実
験
室
で
の
極
小
規
模
の
実
験
に
よ
る
核
開

発
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

②
核
分
裂
物
質
の
生
産
停
止
に
つ
い
て
も
貯

蔵
分
の
管
理
（
核
箪
縮
に
関
連
す
る
）
や
商

業
用
再
処
理
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

③
非
核
兵
器
国
の
安
全
保
障
の
確
認
、
つ
ま

り
核
不
使
用
を
宣
言
か
ら
法
的
拘
束
力
を
持

つ
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
核
に
よ

る
安
全
保
障
を
す
て
て
い
な
い
核
兵
器
国
に

ど
の
よ
う
に
迫
れ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解

決
す
る
中
で
、
核
不
拡
散
か
ら
核
廃
絶
へ
の

道
を
作
り
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

、つ

N
G
0
の
活
動

今
回
の
会
議
に
お
い
て

N
G
Oは
各
国
代

表
へ
の
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
を
は
じ
め
多
く
の
集

会
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
活
発
に
活
動
を
展

開
し
た
紙
数
の
関
係
で
詳
し
い
報
告
は
別

の
機
会
に
譲
り
、
い
く
つ
か
今
後
重
要
に
な

る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
簡
単
に
紹
介
し
た

、
、
こ
し①
世
界
法
廷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
W
C
P
)

国
際
司
法
裁
判
所
に
核
兵
器
の
合
法
性
に

つ
い
て
の
判
断
を
求
め
る
運
動
で
あ
る
よ
W

H
o
（
世
界
保
健
機
構
）
総
会
、
そ
し
て
国
連

総
会
の
決
議
に
よ
り
、
す
で
に
審
議
に
入
っ

て
い
る
。
核
兵
器
が
非
合
法
で
あ
る
と
い
う

勧
告
が
出
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
様
々
な
見

通
し
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
出
さ
れ
れ

ば
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
は
確
実
で
あ

る。②
核
拡
散
に
反
対
す
る
国
際
科
学
技
術
者
の

会
（
ー
N
E
S
A
P
)

N
P
Tを
代
替
す
る
核
廃
絶
条
約
を
目
的

と
す
る
、
科
学
者
、
技
術
者
の
国
際
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
。

③
核
廃
絶
N
G
o会
議
国
連
本
部
前
で

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
た
宣
言
分
を
参
照
し

て
も
ら
え
ば
、
核
廃
絶

N
G
o
会
議
の
主
張
は

理
解
さ
れ
る
と
思
う
。

重
要
な
の
は
、
世
界
か

ら
結
集
し
た
多
数
の
非

核
、
平
和
N
G
O
が
八

十
年
代
の
「
核
凍
結
」
に

か
わ
り
、
「
核
廃
絶
」
を

直
接
の
目
標
と
す
る
合

意
を
形
作
っ
た
こ
と
で

あ

る

。

◆
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保
守
系
市
長
も
基
地
建
設
に
反
対

~ll 

ら
か
に
な
っ
た
。

ー

す

な

わ

ち

、

沖

縄

県

が

対

米

政

府

交

渉

に

お

い

て

優
先
課
題
と
し
て
い
る
三
事
案
（
①
那
覇
軍
港
返
還
、

、
＇
，
ヽ
』
②
読
谷
補
助
飛
行
場
返
還
、
③
県
道
越
え
実
弾
砲
撃

演
習
の
廃
止
）
の
解
決
を
首
脳
会
談
で
合
意
す
る
こ

と
で
在
沖
米
軍
基
地
に
対
す
る
県
民
の
反
対
を
抑
え

て
、
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
や
日
米
安
保
報
告
で
日
米
安

保
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
在
沖
米
軍

基
地
や
他
の
在
日
米
軍
基
地
を
冷
戦
時
代
の
ま
ま
に

維
持
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
呼
応
す
る
よ
う
に
三
月
三
日
に
は
日
本

政
府
も
九
七
年
に
使
用
期
限
の
来
る
反
戦
地
主
ら
契

約
拒
否
地
主
二
千
九
百
人
の
土
地
に
つ
い
て
、
新
た

な
強
制
使
用
手
続
き
を
開
始
し
、
積
極
的
に
米
軍
基

地
の
固
定
化
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

今
年
に
な
っ
て
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
関
連
す
る
重

大
な
動
き
が
米
国
政
府
と
日
本
政
府
の
間
で
進
行
し

て
お
り
、
沖
縄
で
は
人
々
は
敏
感
に
そ
の
こ
と
を
感

じ
て
い
る
。

米
国
の
動
き
は
、
今
年
一
月
に
日
米
首
脳
会
談
で

ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が
沖
縄
基
地
三
事
案
の
解
決

を
表
明
し
た
後
、
米
議
会
に
提
出
し
た
二
月
末
の
ア

ジ
ア
戦
略
報
告
、
三
月
二
日
の
日
米
安
保
報
告
で
明

さ
ら
に
実
弾
砲
撃
演
習
に
つ
い
て
は
、
富
士
山
や

北
海
道
の
演
習
地
へ
の
一
回
の
移
動
に
つ
き
約
一
億

円
の
費
用
負
担
と
短
期
間
の
演
習
期
間
中
の
宿
泊
兵

舎
建
設
を
要
求
し
て
い
る
。

県
内
へ
の
移
設
に
つ
い
て
浦
添
地
区
労
な
ど
が
い

ち
早
く
移
設
反
対
抗
議
集
会
を
開
催
し
た
が
、
安
保

容
認
の
保
守
的
立
場
の
宜
保
成
幸
浦
添
市
長
や
宜
野

座
村
長
も
新
た
な
米
軍
基
地
建
設
に
強
く
反
対
し
て

い
る
。特
に
、
浦
添
市
長
の
対
応
は
素
早
く
、
市
議
会
議

員
団
と
共
に
那
覇
防
衛
施
設
局
と
沖
縄
県
に
軍
港
移

設
反
対
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
市
広
報
誌
で
も
市
民

ぐ
る
み
の
反
対
運
動
の
展
開
を
表
明
し
た
。

そ
し
て
、
五
月
に
は
市
議
団
と
共
に
防
衛
施
設
庁

や
運
輸
省
に
軍
港
移
設
反
対
を
申
し
入
れ
て
い
る
。

市
の
方
針
を
受
け
て
市
内
自
治
会
長
会
も
総
会
で

移
設
反
対
を
決
議
じ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
保
守
自

治
体
に
よ
る
パ
ワ
ー
の
あ
る
住
民
ぐ
る
み
の
反
対
運

動
は
、
在
沖
米
軍
基
地
の
整
理
統
合
と
撤
去
を
求
め

て
い
る
の
は
「
市
民
の
一
部
」
（
日
米
安
保
報
告
の

表
現
）
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
沖
縄
県
民
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
だ
ろ
う
。

他
に
も
、
日
米
安
保
報
告
書
に
は
看
過
で
き
な
い

記
述
が
満
ち
て
い
る
。
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
低

日
米
安
保
報
告
と
沖
縄

沖縄から沖縄がかわれば、アジア・太‘I勺羊がかわる

〒901-22

沖縄県宜野湾市志真志517-1

沖縄キリスK教平和センタ一気付

TEL (098)898-6628 

FAX (098)897-6953 

郵便振替鹿児島2-11249

伊

波

洋

一

（
沖
縄
中
部
地
区
労
事
務
局
長
）

「
沖
縄
か
ら
」

「
オ
キ
ナ
ワ
ボ
イ
フ
」

編
集
委
員

報
告
⑨

空
飛
行
を
、
地
域
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
航
空

事
故
は
ま
れ
な
安
全
飛
行
と
し
、
環
境
問
題
に
つ
い

て
も
、
日
米
の
よ
り
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
が
、
横
田
基
地
や
嘉
手
納
基
地
の

航
空
機
騒
音
裁
判
は
米
軍
飛
行
場
の
違
法
状
態
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

米
国
防
総
省
が
米
議
会
に
提
出
し
た
日
米
安
保
報

ゲート前まで普天間基地の進入路も両側を手と手で包囲

~
 

（
次
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ア
ジ
ア
に
米
軍
約
十
万
人
を
維
持
す
る
こ
と
は
、

米
国
内
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
米
軍
の
大
幅
削
減

と
著
し
く
相
違
す
る
が
、
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
は
日
本

政
府
を
気
前
の
い
い
基
地
提
供
国
と
評
価
、
巨
額
の

財
政
負
担
で
米
国
の
納
税
者
の
負
担
が
軽
く
な
り
、

安
上
が
り
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
同
報
告
に
よ

る
と
日
本
の
納
税
者
は
米
国
民
の
代
わ
り
に
毎
年
四

千
億
円
以
上
負
担
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
日
米
安
保
報
告
書
は
米
軍
基
地
の
統
合

や
返
還
の
際
は
適
切
な
代
替
施
設
の
提
供
を
日
本
政

府
の
責
任
と
し
て
お
り
、
在
沖
米
軍
基
地
問
題
の
部

分
的
解
決
も
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。

具
体
的
に
述
べ
る
と
、
基
地
三
事
案
の
解
決
で
米

軍
は
、
浦
添
市
の
米
軍
補
給
基
地
に
隣
接
し
て
那
覇

軍
港
と
同
等
の
代
替
軍
港
を
建
設
す
る
こ
と
、
読
谷

補
助
飛
行
場
の
代
替
施
設
と
し
て
宜
野
座
村
内
に
新

た
な
訓
練
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

基
地
固
定
化
の
日
米
両
政
府
の
動
き
に
対
し
て
、

三
事
案
に
次
ぐ
課
題
と
し
て
宜
野
湾
市
の
中
央
部
を

占
め
る
普
天
間
海
兵
航
空
隊
基
地
の
包
囲
大
行
動
が

五
月
十
四
日
に
行
な
わ
れ
た
。

雨
の
中
を
宜
野
湾
市
民
や
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ

ー
に
参
加
す
る
労
組
員
家
族
、
そ
の
他
の
市
民
団
体

な
ど
約
一
万
七
千
人
が
参
加
し
、
手
と
手
を
取
り
合

っ
て
約
十
四
拓
信
を
完
全
に
包
囲
し
た
。
準
備
期
間

も
一
＿
一
ヵ
月
と
い
う
短
い
中
で
、
普
天
間
基
地
返
還
の

全
市
民
的
な
合
意
の
下
で
基
地
返
還
を
求
め
て
基
地

包
囲
が
行
な
わ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

そ
し
て
、
三
日
後
の
五
月
十
七
日
に
大
田
昌
秀
県

知
事
と
桃
原
正
賢
宜
野
湾
市
長
他
五
名
の
市
長
村
長

が
、
大
田
県
政
四
度
目
の
米
国
政
府
へ
の
直
接
要
請

行
動
の
た
め
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
出
発
し
た
。

今
回
、
軍
備
重
視
の
共
和
党
多
数
と
な
っ
た
上
下

両
院
や
国
防
総
省
の
訪
米
要
請
団
へ
の
対
応
は
厳
し

い
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
何
人
か
の
リ
ベ
ラ
ル

な
民
主
党
議
員
が
沖
縄
の
基
地
問
題
解
決
へ
の
助
力

を
申
し
出
て
い
る
。
沖
縄
の
声
を
直
接
米
国
に
伝
え

る
こ
と
の
必
要
性
を
参
加
し
た
市
町
村
長
が
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
平
和
運
動
団
体
も
基
地
撤
去
の
声
を

米
国
市
民
に
伝
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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動
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年
は
戦
後
五
十
年
。

今
汀
｀

る
一
方
で
、
同
時
に
外
国
軍
駐
留

五
十
年
に
当
た
る
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
人
が

何
か
当
然
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

在
日
米
軍
の
駐
留
だ
が
、
冷
戦
が

終
わ
り
外
国
の
軍
隊
を
自
国
に
駐

留
さ
せ
て
い
る
国
は
実
は
急
速
に

例
外
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
で

●米軍駐留50年目の選択

「思いや

新協定に
は
こ
の
通
信
で
連
載
中
の
個
々
の

在
日
米
軍
基
地
の
実
態
で
は
な
く
、

そ
れ
を
支
え
る
日
本
の
財
政
援
助

に
つ
い
て
整
理
し
て
述
べ
た
い
。

実
は
こ
れ
こ
そ
が
、
「
五
十
一
年

目
」
以
降
も
米
軍
駐
留
が
続
く
か

ど
う
か
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
日
本
の
財
政
援
助
を
抜

き
に
し
て
は
、
米
国
は
「
駐
留
継

続
」
の
青
写
真
を
描
く
こ
と
は
で

き
な
い
。

］ロ
青木雅彦（図表も）
反戦ドタバタ会議／京都

ず
金
額
。
日
本
の
在

ま
り
日

千
偉
円
。
中
堅
国
家
の
軍
事
費
総

額
に
匹
敵
す
る
と
言
わ
れ
て
も

ち
ょ
っ
と
ピ
ン
と
来
な
い
が
、

N

H
K
の
年
間
予
算
よ
り
少
し
多
い

額
だ
。
つ
ま
り
米
軍
が
い
な
け
れ

ば
「
国
営
」
放
送
の
聴
取
料
は
誰
一

人
払
わ
な
く
て
も
、
ま
だ
お
つ
り

が
来
る
と
い
う
程
度
の
額
だ
。
も

思いやり負担

1096億円

ち
ろ
ん
米
国
自
ら
認
め
て
い
る
よ

う
に
、
世
界
一
の
「
気
前
の
よ
さ
」

だ
。
米
国
防
総
省
に
よ
る
と
、
日
本

政
府
は
「
米
軍
の
駐
留
経
費
の
半

分
を
優
に
越
え
て
い
る
」
（
『
米
国
と

日
本
国
と
の
安
全
保
障
関
係
に
関

す
る
報
告
書
』
九
五
年
三
月
一
日
）

金
額
を
負
担
し
て
い
る
。
在
日
米

軍
の
兵
員
を
四
万
五
千
人
と
し
て
、

米
軍
兵
士
一
人
当
り
に
対
す
る
日

本
政
府
の
負
担
は
一
―
―

1
0
0万
円
。

担負

円直
寄

向

[

騨

，
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95年
第2次特別協定
最終年

米軍兵士のシルエットの大きさは、金額の相似比
になっている。 78年はたんなるアリだったが、
今は日本人を踏みつぶすモンスターに育った。

「日米安保関係に関する報告」

（米国防総省95.3.1)より

共通のインフラ問題に

関する二国間協議

用地及び施設などインフラス

トラクチャー問題は日米合同委

員会で扱われるつこれらの問題

と取り組む主たる実務レベル協

議は防衛施設小委員会で行われ

る。合同委員会は定期的に基地

問題を協議している。米国政府

は日米安保条約と米軍の訓練の

必要性の両面を勘案しつつ、可

能な場合には基地を整理統合し、

遊休施設は返還する方針である。

施設が整理統合や返還の対象と

みなされた場合、適切な代替施

設を提供するのは日本政府の責

任である。

神奈川県大和での集会です。

戦後50年
今、憲法を考える県民集会
「基地と 9条」分科会

1 8日（日）
午後2時～4時

桜丘文化会館 ft 0462 (69) 0411 

小田急江ノ島線桜ヶ丘駅下車徒歩3分

石川氏写真展同時開催
6月13日（火） ～1 8日（日）
* 1 3日は 17時～21時
1 4~1 7日は 10~2 1時
1 8日は 10~1 8時

6月

参加費●50 0円

月刊キャッチピース No.30 

i訂ii飛軍て飛設いで米iLiJ 圭

l 練行港‘臼＾．—そ‘軍芥 Fl ・・・- ・・--・・-- ea 
塁詈霊長詈臨砧竺誓且責 沖縄の米軍2施設 言
宜パ添：こ移屯う叫Iり）ご政 昌
野ラ田合設麿ち縄 Ill 圭

凡シに恐、、 、以整i'中は 冒鵬鬱疇疇言

ロロ［口： 阻］□□9]胃；醗言
れ＋合 恩`詞：［三霞悶： 移 9詞疇 ［ 
□：：□直臨□□]菫 □t]/ュ::.J..］］ 外： 』還冒； I ｀`□□□畠閾］ の＂ミ冒 I ロロ：喜□［自目ロロ[i
口］／；腐藝；
霞冒恥□只冒互しまとユヽ I
冒り汀夏］［喜情］反艮尼豆’ I 
鼠腐三鼠゚覧；］［三：］［尉 発““̀ I 
首いい軍すり側がさ士 言

言鸞互馨色 1` 米慧闊 言
談も‘のと米担 1則安均 圭

逹習進こ本田面たけリで冒
し脳！11!:と部昌返 ‘‘ン議
た会゜でが秀遠ー絨卜四冒

晨゚合ii霞紺え履悶：娠言
責丘委霧宜虞匂忽彗り言
的の渉に会し一；「くもげ圭

馨鼠覧嚢靡万冗足罰言冒
晨閾亨え冒笑製ま。［嘉ク、1

// -

＇石川真生氏 プロフィール

｝ 沖縄在住。現在「沖縄タイムズ」記者と I 

l して、またフリーカメラマンとして活躍中。 I

l 著書冽沖縄と自衛隊』が5月15日、高文 I 
i 研より出版された。当日会場で販売予定） 、

¥ / 
問い合わせ先： 戦後50年、今、憲法を考える県民集会事務局

横浜市西区藤棚2_・ 1 9 7 045 (231) 2479 
担当団体：厚木基地を考える会／平和をつくる大和市民の会

1995.5.20 

95/5/11「朝日」

と自餅隊
～素顔の自衛官～

講師 石川真生氏

1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻110号）
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陸

上

自

衛

隊

員

一

人

当

り

の

維

持

費

は

現

在

八

四

0
万

円

（

防

衛

ハ

ン

ド

ブ

ッ

ク

に

よ

る

）

だ

か

ら

、

日

本

政

府

は

自

分

の

軍

隊

よ

り

も

外

国

の

軍

隊

に

よ

り

大

き

な

負

担

を

し

て

い

る

こ

と

に

な

る

。

世

界

史

上

の

一

大

珍

事

で

あ

る

(

J

こ

の

ギ

ネ

ス

も

の

の

出

費

は

実

は

様

々

な

名

日

の

支

出

の

合

計

で

あ

る

下

表

に

そ

の

中

身

を

分

類

し

て

み

た

e
こ

の

項

目

に

は

防

衛

施

設

庁

の

予

算

に

入

ら

な

い

も

の

、

つ

ま

り

軍

事

費

と

し

て

換

算

さ

れ

て

い

な

い

支

出

が

あ

る

こ

と

に

注

意

さ

れ

た

い

支

払

っ

て

い

る

項

目

は

様

々

で

理

解

し

づ

ら

い

が

、

現

在

で

は

米

軍

の

た

め

に

何

を

支

払

っ

て

い

な

い

か

を

指

摘

し

た

方

が

わ

か

り

や

す

い

（

）

そ

れ

は

米

軍

人

の

給

与

と

米

軍

の

戦

闘

用

装

備

（

例

え

ば

軍

艦

な

ど

）

購

入

費

用

で

あ

る

。

）

こ

こ

ま

で

負

担

す

る

と

在

日

米

軍

は

完

全

な

日

本

の

傭

兵

に

な

っ

て

し

ま

う

か

ら

だ

r立
米

政

府

に

よ

れ

ば

、

現

在

で

も

日

本

に

軍

隊

を

置

く

方

が

米

本

土

に

置

く

よ

り

も

安

上

が

り

に

な

る

と

い

う

。

な

お

こ

れ

ら

の

数

字

は

『

防

衛

白

書

＝

の

で

な

く

日

本

の

軍

事

費

膨

張

の

大

き

な

要

因

に

な

っ

た

へ

：

九

五

年

度

の

「

思

い

や

り

負

担

」

は

二

七

一

四

億

門

実

に

七

八

年

の

四

十

四

倍

で

あ

る「
V

す

が

に

本

来

の

「

地

さ
＂
冒
汀

こ

れ

だ

け

項

目

を

増

や

せ

な

い

の

で

、

イ

・

イ

戦

争

た

け

な

わ

の

八

七

年

と

湾

岸

戦

争

時

の

九

一

年

に

二

度

の

特

別

協

定

（

資

料

参

照

）

を

結

ん

で

、

い

わ

ば

米

軍

の

「

生

活

費

」

の

領

域

に

ま

で

負

担

を

拡

大

し

た

U

そ

『

t

．

乾

k

)

 

c

‘

、

3

悶
。
冷

II

宅

網

住
禍
層

層

濯
高
洗
は

餌
厄

m

士
卜
（

の

一

J

o

中
メ
算

翌
叶

て
0
や

し

6
い

ぷ
ー
渇

つ
約
を
、
も

緑
プ
れ

の
イ
こ

子
夕
。

池
ド
備

朽
〖 ど

こ

を

探

し

て

も

見

当

た

ら

な

い

。

昔

は

掲

載

さ

れ

て

い

た

こ

と

か

ら

必

ず

し

も

「

軍

事

機

密

」

で

は

な

い

の

だ

が

、

さ

す

が

に

防

衛

庁

も

内

緒

に

し

て

お

き

た

い

と

感

じ

る

ほ

ど

の

大

盤

振

舞

で

あ

る

。

も

｀

[

口

[

[

額

の

「

お

布

施

」

を

し

て

い

た

わ

け

で

は

な

い

。

も

と

も

と

安

保

条

約

に

基

つ

く

地

位

協

定

(

-

九

六

0年
）

で

は

、

米

軍

の

費

用

は

米

軍

で

と

明

記

さ

れ

て

い

る

（

資

料

参

照

）

。

と

こ

ろ

が

七

八

年

に

、

円

高

を

理

由

に

米

側

か

ら

負

担

の

拡

大

を

求

め

ら

れ

た

日

本

は

、

在

日

米

軍

基

地

の

日

本

人

従

業

員

の

手

当

を

負

担

す

る

と

い

う

「

協

定

破

り

」

を

余

儀

な

く

（

？

）

さ

れ

た

法

的

根

拠

を

聞

か

れ

た

当

時

の

金

丸

信

防

衛

庁

長

官

は

、

苦

し

紛

れ

に

こ

れ

を

米

軍

へ

の

「

思

い

や

り

負

担

」

と

呼

ん

だ

。

そ

の

後

こ

の

「

思

い

や

り

」

は

次

々

と

項

目

を

増

や

し

て

（

表

参

照

）

、

ま

た

す

さ

ま

じ

い

勢

い

で

増

額

さ

れ

（

図

解

参

照

）

、

在

日

米

軍

負

担

の

増

加

だ

け

しのの失在てるに額 に的--,のぶは費特側な拡限の

胃汀日汀米］／叫9；り［；1~, i↓ヽ：魯開晶畠也闊●忍 9 忍 [9 と雙閃仔且］現鷹
ロ薗§り［；寡匿呼］彎蕊 鵞兌忍豆阜竺；立憂食茫9夏
には高初 得に N本゜告 てとリの新うい負閾

2 gぞ靡良；心摩§虚日面 召9よ羹蓋羞ヽ 犀互晶；嬰贔
＜資料＞

「地位協定」
と
第2次
「特別協定」

日

米

安

保

第

六

条

に

基

づ

く

合

衆

国

軍

隧

の

地

位

に

関

す

る

協

定

（

一

九

六

0
年

六

月

二

三

日

）

第

二

四

条
1
日

本

国

に

合

衆

国

軍

豚

を

維

持

す

る

こ

と

に

伴

う

す

べ

て

の

経

費

は

、

2
に

規

定

す

る

と

こ

ろ

に

よ

り

日

本

国

が

負

担

す

べ

き

も

の

を

除

く

ほ

か

、

こ

の

協

定

の

存

続

期

間

中

日

本

国

に

負

担

を

か

け

な

い

で

合

衆

国

が

負

担

す

る

こ

と

が

合

意

さ

れ

る

。2
日

本

国

は

、

第

一

一

条

及

び

第

一

二

条

に

定

め

る

す

べ

て

の

施

設

及

び

区

域

並

び

に

路

線

権

・

・

・

を

こ

の

協

定

の

存

続

期

間

中

合

衆

国

に

負

担

を

か

け

な

い

で

提

供

し

、

か

つ

、

相

当

の

場

合

に

は

、

施

設

及

び

区

域

並

び

に

路

線

権

の

所

有

者

及

び

提

供

者

に

補

償

を

行

う

こ

と

が

合

意

さ

れ

る

。

在日米軍への日本側負担一覧

地

位

協

定

二

四

条

に

つ

い

て

の

新

た

な

協

定

（

第

二

次

特

別

協

定

）

（

一

九

九

一

年

四

月

一

七

日

）

第

一

条
日

本

国

は

、

こ

の

協

定

が

効

力

を

有

す

る

期

間

、

労

働

者

に

対

す

る

次

の

給

与

の

支

払

い

に

要

す

る

経

費

の

全

部

又

は

一

部

を

負

担

す

る

。

□
(

a

)

基

本

給

、

旦

雇

従

業

員

の

日

給

、

特

殊

期

間

従

業

員

の

給

与

、

時

給

制

臨

時

従

業

員

の

時

給

及

び

劇

場

従

業

員

の

給

与

□
(

b

)

調

整

手

当

、

解

雇

手

当

、

扶

養

手

当

、

遠

隔

地

手

当

、

特

殊

作

業

手

当

、

夏

季

手

当

、

年

末

手

当

、

寒

冷

地

手

当

、

退

職

手

当

、

・

・

・

・

（

以

下

略

）

（

C

)

（

略

）

第

二

条

（

光

熱

費

の

日

本

側

負

担

に

関

す

る

取

り

極

め

略

）

第
三
条

日

本

国

は

、

同

国

の

会

計

年

度

ご

と

に

、

そ

れ

ぞ

れ

第

一

条

及

び

前

条

の

規

定

に

基

づ

い

て

負

担

す

る

経

費

の

具

体

的

金

額

を

決

定

し

、

当

該

決

定

を

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

に

対

し

速

や

か

に

通

報

す

る

。

第

六

条
こ

の

協

定

は

、

・

・

・

・

・

千

九

百

九

十

六

年

―

―

一

月

一

二

十

一

日

ま

で

効

力

を

有

す

る

。

項目 根拠 支姶給時難開 漏 やヽり 且本の魯衝 94年（億度円金）額 l 1 備考」か のーか

「借り上げ試算」 1960 NO NO 1446 I 国g 地の地代誓戸（ 務省による

提供施借設料地代・ 地第位2協4条定 1960 NO YES 694 1地民有主地へのと公支有払地い

米軍施対設策費の周辺 地第位2協4条定 1960 NO YES 727 防音、道路補修等

自治体への 1960 NO NO 225 省基地所交管付金は自治基地交付金等

信訓、練土水地域賠漁償業代補等 地第位2協4条定 1960 NO YES 342 

地第位24協条定？ 

．．  ．．．．  

．

憐 •• 米軍施設整備費 1979 ....  YES 1022 ...  ....  ...... 

在従業日米員軍福基利地費 地第位24協条定？ 
...... 

1978 : • : •YES ・：・： YES 
.... "・....... 

I 

同従業員退職手当 '87特別協定 1988 ..・...-w.s......・...・. • . YES 1252 
約でま9で束日1年本に側全の額特が負別9担協5定年を....... 

同従業員手基当本給・
....... 

'91特別協定 1991 • : ・碑：・：・ YES ....... 
．．．．．．  

米軍基地光熱費
. ・ ・ • • ・ 

230 '91特別協定 1991 : -: ・寧 • : • : YES 
.....●  ....... 

11 1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻110号） No.30 1995.5.20 月刊キャッチピース 月刊キャッチピース No.30 1995.5.20 1988年6月18日第三種那便物認可（通巻110号） 10 



海軍厚木航空基地
―`――-------

空軍横田基地

住
民
の
人
権
脅
か
す
爆
音
被
害

厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟

在
日
米
軍
横
田
基
地
は
、
東
京
都
の
西
に
あ
り
五

市
―
町
に
ま
た
が
る
、
面
積
七
一
三
平
方
キ
ロ
、
四

千
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
を
持
つ
巨
大
な
基
地
で
す
。
福

生
市
は
そ
の
面
積
の
実
に
三
分
の
一
を
基
地
に
提
供

し
て
い
ま
す
Q

．
 

福
生
市
民
ば
か
り
で
な
く
、
周
辺
の
住
民
に
と
っ

て
騒
音
は
重
大
な
問
題
で
す
。
横
田
基
地
の
現
状
は

周
辺
住
民
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
耐
え
難
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
（
）

―
つ
は
、
一
九
八
二
年
以
来
統
い
て
い
る
ア
メ
リ

カ
海
軍
航
空
母
艦
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
艦
載
機
に

よ
る

N
L
P
（
夜
間
離
発
着
訓
練
）
で
す
。
）
こ
の

タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
は
、
定
期
化
し
て
い

ま
す
。
一
昨
年
一
九
九
三
年
―
一
月
に
は
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ス
艦
載
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
な
ど
五
機
に

よ
っ
て
、
福
生
市
街
地
で
は
一
（
u
七
フ
ォ
ン
を
越
す

激
し
い
騒
音
が
ま
き
散
ら
さ
れ
、
市
民
は
苦
し
み
ま

し
た
，
今
年
の
一
月
に
も
福
生
市
や
周
辺
市
町
村
の

厳
重
な
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

N
L
P
が
強
行
さ

れ
て
い
ま
す
っ

ま
た
、
日
常
的
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
基

地
の
閉
鎖
に
伴
い
横
田
基
地
に
移
駐
し
て
き
た

C
9

ま
た
一
昨
年
一
（
）
月
に
発
生
し
、
そ
の
後
市
民
団

体
に
よ
っ
て
情
報
公
開
さ
れ
た
基
地
内
で
の
一
八
〇

0
0ガ
ロ
ン
も
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
漏
出
事
故
に
つ
い

て
も
、
市
民
の
飲
料
水
へ
の
影
響
を
心
配
し
、
調
査

の
公
開
や
、
事
故
現
場
へ
の
立
ち
入
り
調
査
を
要
求

し
て
い
ま
す
が
、
明
確
な
返
事
は
あ
り
ま
せ
ん
住

民
の
不
安
と
不
信
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
の
大
和
市
と
綾
瀬
市
に
跨
る
米
海
軍
厚

木
基
地
。
横
須
賀
を
母
港
と
す
る
米
空
母
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ス
の
艦
載
機
の
飛
来
基
地
と
し
て
、
ま

た
、
訓
練
基
地
と
し
て
、
同
空
母
が
入
港
す
る
度
に
、

基
地
周
辺
住
民
は
爆
音
に
よ
る
日
常
生
活
を
お
び
や

か
さ
れ
、
か
つ
墜
落
の
恐
怖
に
晒
さ
れ
て
い
る
。

厚
木
基
地
周
辺
は
東
京
や
横
浜
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
発
展
し
、
大
和
、
綾
瀬
、
海
老
名
、
座
間
、
藤

沢
、
相
模
原
、
町
田
の
各
市
は
、
人
口
密
度
の
高
い

地
区
に
な
っ
て
い
る
。
）
こ
れ
ら
周
辺
市
で
爆
音
に
よ

る
被
害
を
受
け
て
い
る
住
民
は
一

0
0万
世
帯
、
ニ

5
0
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
厚
木
基
地
に
は
、
米
海
軍
厚
木
航
空
施
設

司
令
部
を
は
じ
め
、
西
太
平
洋
艦
隊
航
空
司
令
部
、

輸
送
機
や
、
増
強
さ
れ
た

C
1
3
0輸
送
機
に
よ

る
、
市
街
地
上
空
の
危
険
な
低
空
で
の
訓
練
飛
行

が
、
早
朝
六
時
す
ぎ
か
ら
夜
ま
で
ま
す
ま
す
頻
繁
に

な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
横
田
基
地
の
南
側
で
の
離
発
着
数
調

査
で
も
、
湾
岸
戦
争
以
来
最
高
の
二
万
回
を
越
え
る

騒
音
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
訓
練
地
域
は
広
が
り
、
激
し
い
騒
音
の

地
域
は
昭
島
、
瑞
穂
、
八
王
子
、
日
野
な
ど
の
滑
走

路
直
下
地
域
ば
か
り
で
な
く
、
福
生
の
市
街
地
、
立

川
、
武
蔵
村
山
、
青
梅
、
羽
村
、
秋
川
な
ど
の
広
い

範
囲
に
拡
大
し
て
い
ま
す
C

居
住
環
境
ば
か
り
で
な

く
、
昭
島
や
福
生
の
市
役
所
を
初
め
と
す
る
職
場
環

境
も
、
騒
音
に
よ
っ
て
劣
悪
に
な
っ
て
い
ま
す
c

す

で
に
被
害
を
受
け
る
基
地
周
辺
人
口
は

‘
1
0
0万

人
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
―
二
月
、
「
横
田
基
地
飛
行
差
し
止
め
訴
訟
」

が
提
訴
さ
れ
、
住
民
原
告
三
二

0
人
が
日
本
国
に
対

し
て
、
「
日
中
夜
間
を
問
わ
ず
、
市
街
地
上
空
の
訓
練

飛
行
の
禁
止
、
夜
間
早
朝
の
離
発
着
の
禁
止
」
を
求

め
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
市
民
生
活
を
送
る
た
め

の
、
さ
さ
や
か
な
要
求
で
す
。

．
 

福
生
市
が
昨
年
―
二
月
に
実
施
し
た
匪
論
調
査
に

よ
っ
て
も
、
福
生
市
民
の
五
七
％
が
横
田
基
地
の
あ

り
方
に
対
し
て
、
「
日
本
に
返
還
し
て
福
生
市
な
ど

の
関
係
市
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
使
え
る
よ
う
に
す

べ
き
だ
」
と
答
え
、
「
こ
の
ま
ま
米
軍
基
地
と
し
て
使

用
す
べ
き
だ
」
の
一

0
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

こ

と

を

、

最

後

に

伝

え

ま

す

。

◆

◆

（
文
責
・
金
子
豊
貴
男
）

第
五
空
母
航
空
団
厚
木
分
遣
隊
、
艦
隊
偵
察
第
一
飛

行
隊
分
遣
隊
な
ど
が
駐
留
し
、
米
海
軍
航
空
機
の
整

備
、
補
給
、
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
海
上
自
衛
隊
の
航
空
集
団
司
令
部
、
第
四

航
空
群
な
ど
も
共
同
使
用
し
て
い
る
。

厚
木
基
地
で
は
日
常
的
に
米
海
軍
の
航
空
機
が
離

発
着
し
、
ま
た
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
の
訓
練
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
基
地
の
滑
走
路
を
空

母
の
甲
板
に
み
た
て
て
行
う
、
夜
間
離
発
着
訓
練

(
N
L
P
)
や
最
近
始
ま
っ
た

D
L
P
は
そ
の
訓
練

の
激
し
さ
に
よ
っ
て
、
住
民
に
よ
る
爆
音
は
最
高
で

―
―
-
〇
ホ
ン
を
越
え
る
こ
と
も
あ
り
、
住
民
が
こ
れ

ら
の
爆
音
の
下
で
く
ら
す
の
は
限
界
を
越
え
て
お

り
、
基
本
的
人
権
が
奪
わ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

耐
え
難
い
航
空
機
騒
音
の
実
態

福
生
市
民
連
合

ア
メ
リ
カ
海
軍
は
、
地
上
離
発
着
訓
練

や
夜
間
離
発
着
訓
練
が
周
辺
地
域
に
与
え

る
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
多
く
の
対

策
を
実
行
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
訓
練
時

間
は
夜
＋
時
ま
で
と
す
る
、
休
日
の
訓
練

は
制
限
す
る
、
訓
練
を
使
用
可
能
な
各
基

地
に
平
等
に
分
散
し
て
実
施
す
る
、
な
ど

で
あ
る
。
米
海
軍
が
、
実
際
的
に
可
能
な

限
り
多
く
の
訓
練
を
、
日
本
政
府
が
提
供

し
た
遠
方
の
硫
黄
島
に
移
転
し
た
結
果
、

本
州
の
米
軍
飛
行
場
周
辺
の
人
口
密
集
地

域
に
お
い
て
は
騒
音
レ
ペ
ル
は
軽
減
さ
れ

た。

騒
音
レ
ベ
ル
は
軽
減

米
軍
の
言
い
分

キャッチピースと各地の7グループが、

2月23日に連名でアメリカ大使館に提出した

意見書を連載しています。下段の「米軍の言い分」

は、 3月1日にアメリカ国防総省が議会に出した

「日米安保関係に関する報告」の抜粋です。

（タイトルは編集部） 2. 横田・厚木・池子
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池子住宅地区及び海軍補助施設 海軍厚木航空基地

地
位
協
定
二
条
三
項
は
標
記
の
義
務
（
返
還
を
目

的
と
し
て
（
〈
基
地
の
必
要
性
に
つ
い
て
〉
た
え
ず

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
を
米
軍
に
課
し
て
い

る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
地
位
協
定
二
条
二
項
（
政

府
の
返
還
要
請
と
米
軍
の
合
意
）
し
か
な
さ
れ
て
い

な
い
そ
の
た
め
に
、
米
軍
は
必
要
性
が
極
め
て
低

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
い
区
域
を
政
府
に
提
供
さ

せ
、
そ
れ
が
膨
張
す
る
市
民
社
会
の
要
請
と
あ
ら
が

う
結
果
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
）
こ
こ
に
言
う
、
米

軍
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
「
必
要
性
に
つ
い
て
の
検

2

米
軍
は
遊
休
地
の
部
分
的
返
還
を
積
極
的
に
検

討
し
実
行
す
る
こ
と

鵬
F
A
C
-
―-0八
七
施
設
二
八
八
勺
佑
穴
八
三
｛
｀
か

現
在
、
池
子
住
宅
地
区
（
高
層
八
棟
を
含
む
八
五
四

戸
）
と
し
て
、
全
額
「
思
い
や
り
予
算
」
に
よ
っ
て

一
九
九
七
年
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て
造
成
中
で
あ

軍
隊
の
駐
留
す
な
わ
ち
家
族
住
宅
の
大
量
建
設

を
主
力
と
す
る
国
境
防
衛
政
策
を
い
つ
ま
で

も
統
け
る
の
か
。
(

2

)

条
約
・
協
定
に
違
反
す

g
□「
田
[
3
)

や
い
口
]
=
ロ
ロ
ロ
ロ
｀

遊
休
地
返
還
を
米
軍
が
検
討
し
な
い
問
題
r

)

(

4

)

住

宅
地
区
内
に
併
設
す
る
計
画
の
軍
民
共
同
運
動
場
の

共
同
使
用
（
地
位
協
定
二
条
・
三
条
）
に
関
す
る
問

題
で
あ
る
Q

こ
の
四
点
の
う
ち
、
(

l

)

、
(

2

)

は
安
保
条
約
の

全
般
的
運
用
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
は

省
略
し
、
(

3

)

、
(

4

)

に
つ
い
て
だ
け
、
以
下
に
指

摘
し
て
意
見
を
の
べ
る

L

]

討
」
と
は
、
地
元
の
市
民
社
会
（
地
元
自

治
体
）
が
抱
い
て
い
る
必
要
性
と
比
較

勘
案
し
た
場
合
の
米
軍
と
し
て
の
必
要

性
の
強
弱
、
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
）

池
子
基
地
に
関
し
て
は
、
（
全
面
返
還

の
要
請
は
毎
年
県
を
通
じ
て
日
米
合
同

委
員
会
に
行
っ
て
い
る
が
）
部
分
的
な

返
還
請
求
は
、
①
第
二
運
動
公
園
池
子

地
区
（
昭
和
四
二
年
以
来
の
第
一
、
第
一
―

運
動
公
園
用
地
返
還
要
請
の
一
環
で
、

第
一
及
び
第
二
の
久
木
地
区
は
実
現
、

池
子
地
区
の
み
未
返
還
。
た
だ
し
こ
の

地
が
米
軍
池
子
住
宅
地
区
の
軍
民
共
同

運
動
場
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
）
、
②

総
合
病
院
用
地
（
い
わ
ゆ
る
三
三
条
件

の
内
）
、
③
総
合
文
化
施
設
用
地
（
同
）
、

④
池
子
公
民
館
敷
地
（
同
）
‘
⑤
公
立
博

物
館
敷
地
（
昨
年
一
二
者
合
意
の
条
件
）
な

ど

が

す

で

に

出

さ

れ

て

い

る

。

J

こ
れ
ら
の
一
部
返
還
の
要
請
は
、
地
銅

ロ
ロ
団
ロ
ニ

R

こ
と
、
と
か
、
池
子
基
地
内
の
遺
跡
群
か
ぽ
ぽ
完
成
し
た
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
西
側
低
層
住
宅
48棟
が
初
め
て
報
道
陣
に
公
開

5

ら
発
掘
さ
れ
た
東
日
本
随
一
の
弥
生
中
さ
れ
た

11
逗
子
・
池
子
米
軍
住
宅
建
設
用
地

I

池
子
住
宅
地
区
の
建
設
事
業
に
つ
い
て

な
ぜ
遊
休
地
を
返
還
し
な
い
の
か

逗
子
考
え
る
市
民
の
会

そ
の
た
め
、
各
自
治
体
は
米
海
軍
司
令
部
や
在
日

米
大
使
館
、
さ
ら
に
日
本
政
府
へ
た
び
た
び
抗
議
と

訓
練
の
中
止
を
申
し
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の
要
求
は

聞
き
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

爆
音
被
害
に
悩
む
基
地
周
辺
住
民
は
、
厚
木
基
地

爆
音
防
止
期
成
同
盟
を
結
成
し
、
様
々
な
爆
音
被
害

を
な
く
す
た
め
の
行
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
夜
間
の

飛
行
差
し
止
め
な
ど
の
要
求
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い

た
め
、
現
在
日
本
政
府
を
相
手
に
二
つ
の
裁
判
を
起

こ
し
、
法
廷
で
争
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
裁
判
は
す

で
に
爆
音
被
害
は
認
め
る
と
の
一
定
の
結
論
を
得
て

い
る
が
、
原
告
・
住
民
お
よ
び
、
国
。
被
告
、
双
方

と
も
判
決
内
容
に
は
不
服
で
あ
り
、
裁
判
は
長
引
い

て
い
る
（
）
こ
こ
数
年
、
厚
木
基
地
で
の

N
L
P
の
代
替
訓
練

口 ~：、マ"-一;馨‘“'

施
設
と
し
て
、
日
本
政
府
は
巨
費
を
投
じ
て
、
硫
黄

島
に
訓
練
基
地
を
建
設
、
施
設
の
完
成
を
見
た
が
、

い
ま
だ
に
厚
木
基
地
で
の
訓
練
も
様
々
行
わ
れ
て
お

り
、
住
民
の
爆
音
被
害
解
消
に
は
な
っ
て
い
な
い
。3

日
本
政
府
は
こ
う
し
た
爆
音
被
害
解
消
の
た
め

に
、
基
地
周
辺
の
住
宅
の
防
音
工
事
を
実
施
し
て
い

る
が
、
こ
れ
も
実
際
の
爆
音
被
害
解
消
に
は
役
立
っ

て
い
な
い
爆
音
問
題
の
根
本
的
な
解
決
は
、
住
宅

密
集
地
に
あ
る
基
地
を
廃
止
し
、
静
か
な
空
を
取
り

戻
す
こ
と
で
あ
る
。
え
そ
の
た
め
に
は
日
本
政
府
を
は

じ
め
、
周
辺
自
治
体
の
積
極
的
な
取
り
組
み
も
必
要

で
あ
る
。
政
府
や
各
自
治
体
は
、
住
民
の
要
望
に
積

極
的
に
応
え
、
住
民
の
基
本
的
人
権
を
守
る
べ
き
で

あ

る

(

-

◆

◆

り
、
残
余
が
海
軍
補
助
施
設
と
い
う
名
目
で
、
一
部

は
機
材
置
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
事
実
上
、
大

部
分
が
遊
休
地
（
こ
の
う
ち
三
七
ば
は
横
浜
市
金
沢

区
）
の
ま
ま
接
収
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る

こ
の
基
地
に
お
い
て
安
保
条
約
・
地
位
協
定
に
直

接
深
く
絡
む
問
題
は
、
四
点
あ
る
（
1
）
な
ぜ
外
国

"
4

―――ーー雪
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地
域
の
不
満
も
沈
静
化

地
上
離
発
着
訓
練
や
夜
間
離
発
着
訓
練

を
す
べ
て
硫
黄
島
に
移
転
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
硫
黄
島
の
使
用

は
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
航
空
団
が
艦

上
作
戦
の
た
め
に
乗
艦
し
な
い
と
き
の
基

地
と
な
っ
て
い
る
厚
木
飛
行
場
に
よ
り
近

い
場
所
に
代
替
施
設
を
確
保
す
る
ま
で
の

暫
定
的
な
措
置
で
あ
る
。
地
域
社
会
は
依

然
こ
の
問
題
に
極
め
て
敏
感
で
あ
る
が
、

硫
黄
島
の
使
用
に
よ
っ
て
騒
音
が
目
に
見

え
て
減
少
し
た
こ
と
と
、
米
軍
が
こ
の
活

動
を
行
う
理
由
に
対
す
る
日
本
政
府
の
理

解
が
進
ん
だ
こ
と
が
、
問
題
の
沈
静
化
に

役
だ
っ
て
い
る
。
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力
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―

ユ

J

湛

t

/

l

胤
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ハ

● 4/29 

◇ 5/6 

● 5/8 

◇ 5/9 

● 5/11 

◇ 5/13 

● 5/15 

◇ 5/16 

●5/17 

◇ 5/17 

♦ 5/20 

♦ 5/21 

◇ 5/22 

♦ 5/23 

◇ 5/23 

13:59 

09:45 

13:50 

13:50 

14:17 

09:45 

09:50 

14:10 

08:04 

08:15 

14:04 

13:50 

10:38 

11:05 

11:27 

(72) 

原潜タニー（S)横須賀を出港。

原潜オリンピア (L)ホワイトビー

チに入港。

原潜オリンピア（L)ホワイトピー

チを出港。

原潜オリンピア (L)ホワイトビー

チに入港。 （沖泊）

原潜オリンピア (L)ホワイトビー
チを出港。

原潜トートグ (S)横須賀に入港。

原潜オリンピア（L)横須賀に入

港c

原潜オリンピア（L)横須賀を出

港。

原潜オリンピア（L)横須賀に入
港。

原潜オリンピア（L)横須賀を出
港。

●1995.1.1から5.31までの各地の原子力艦入
港回数： （ ）内は原潜

•横須賀
•佐世保
・ホワイトビーチ

（沖縄．勝連町）

合計 17 (17) 

男る語も
さでら‘
ん無れチ
ない、エ
どの日）レ
ので本ノ
害すのブ
かQ核イ
れ藤武リ
た島装級
も宇にの

皇り撃農9塁〉‘--ィ／ぃ◆
読んるば出グ思：喜；煎て正

令空腐魯し）レ〕‘の‘さ互息‘核
も前感がて 1。す通まんの 2法
、田が多いフ c りつの佐どに
危哲まくてに反だたご藤一つ

機
感
は
つ
の
る
ば
か
り
で
す
3

反
原
発
グ
ル
ー
フ

の
集
ま
り
で
、
た
ま
た
ま
手
に
し
た
通
侶
で
、
「
こ

れ
は
」
と
思
っ
た
の
で
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
す

べ
て
送
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
に
、
「
核
開
発
に
反

対
す
る
物
理
研
究
者
の
会
通
信
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
極
め
て
真
面
目
に
、
原
発
及
び
そ
れ
ら
を

と
り
ま
く
施
設
の
意
味
を
説
明
し
て
く
れ
て
い
ま

す
r

[

日
本
は
一
体
何
を
し
て
い
る
ん
だ
！
こ
れ
が

私
の
思
い
で
す
）
（
千
葉
市
／
岩
野
志
麻
子
）

◆
佐
藤
一
子
さ
ん
の
論
文
に
全
面
的
に
賛
成
で

す
。
強
く
支
持
し
ま
す
。

N
P
T無
期
限
延
長
に

強
い
怒
り
を
感
じ
ま
す
。
抗
議
声
明
を
日
本
政
府

と
核
保
有
国
な
ど
に
送
り
ま
し
た
。
の
ち
ほ
ど
コ

池子住宅地区及び海軍補助施設

3

計
画
中
の
軍
民
共
同
運
動
場
の
共
同
使
用
の
形

態
に
つ
い
て

期
の
莫
大
な
木
器
類
の
保
存
と
研
究
の
た
め
の
緊
急

で
重
大
な
必
要
性
、
と
か
＇
，
を
一
々
、
現
時
の
米
軍

の
軍
事
上
の
必
要
性
と
比
較
検
討
し
て
、
よ
り
必
要

性
が
強
い
と
判
断
さ
れ
た
ら
、
地
元
自
治
体
に
部
分

返
還
を
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
一
々
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
を
、

そ
の
つ
ど
地
元
自
治
体
に
通
知
す
る
こ
と
も
怠
っ
て

は
な
ら
な
い

米
軍
と
日
本
官
民
と
の
共
同
使
用
に
つ
い
て
は
、

三
種
の
形
態
が
あ
る
（
v

①
は
地
位
協
定
二
条
四
項

a

（
一
時
的
不
使
用
地
の
日
本
使
用
（
）
例
：
自
衛
隊
施

設
・
高
圧
電
線
敷
地
な
ど
殆
ど
の
ケ
ー
ス
）
‘
②
同
二

条
四
項
b

（
米
軍
の
一
時
的
使
用
地
（
｛
例
：
厚
木
飛

行
場
滑
走
路
）
‘
③
地
位
協
定
三
条
（
米
軍
専
管
地
の

ま
ま
日
本
人
が
軍
民
協
定
で
使
用
加
～
例
：
・
相
模
射
撃

ク
ラ
ブ
の
座
間
射
撃
場
使
用
）
で
あ
る

池
子
住
宅
地
区
の
共
同
運
動
場
は
、
米
軍
人
家
族

と
逗
子
市
民
と
が
混
用
で
な
く
曜
日
を
分
け
て
使
用

す
る
こ
と
、
米
軍
の
専
管
地
域
で
あ
る
こ
と
、
と
い

う
条
件
で
三
者
合
意
ま
で
は
話
し
合
わ
れ
て
き
て
お

り
、
そ
の
交
渉
経
過
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
共
同
使
用

の
形
態
は
、
①
ニ
ー
四
）
‘
a
で
な
く
、
②
ニ
ー
四
ー

b
で
も
な
く
、
③
三
条
管
理
権
の
も
と
で
逗
子
市
民

が
使
用
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
私
法
上
の
契
約
（
軍
民
協
定
）
を
締
結
し
て
、

安
保
条
約
・
地
位
協
定
に
よ
る
米
軍
人
の
権
利
優
先

主
義
を
緩
和
し
、
損
害
補
償
金
の
基
金
積
み
立
て
も

考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
共
同
使
用
形
態
の
運
動
場
は
、
日
本

で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
方

自
治
体
を
当
事
者
に
し
た
軍
民
協
定
や
損
害
補
償
基

金
は
今
ま
で
に
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
e

こ
れ
ら

の
発
想
は
、
富
野
暉
一
郎
元
逗
子
市
長
の
提
言
に
よ

る
も
の
で
、
彼
に
よ
れ
ば
、
「
こ
れ
は
一
―
一
世
紀
の

新
し
い
時
代
感
覚
に
基
づ
い
た
日
米
防
衛
政
策
の
展

開
で
あ
り
、
従
来
の
政
府
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
今
後

は
国
民
レ
ベ
ル
で
も
こ
の
よ
う
な
日
米
の
相
互
理
解

と
友
好
を
推
進
す
る
た
め
の
提
言
で
あ
り
、
新
デ
タ

ン
ト
時
代
に
お
け
る
新
し
い
日
米
関
係
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
池
子
問
題
の
合
理
的
解
決
で
あ
る
」
、
と

い
う
C

そ
の
合
理
的
解
決
が
「
三
条
管
理
権
の
下
で

の
軍
民
共
同
使
用
運
動
場
」
で
あ
る
と
い
う
発
想

を
、
逗
子
市
民
は
受
け
入
れ
る
こ
と
も
理
解
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。

昭
和
四
二
年
以
来
の
逗
子
市
の
返
還
方
針
ど
お

り
、
こ
の
第
二
運
動
場
池
子
地
区
は
返
還
さ
れ
る
の

が
当
然
で
あ
り
、
米
軍
の
必
要
性
は
弱
い
（
同
種
の

運
動
施
設
が
住
宅
地
内
に
厘
複
的
に
計
画
さ
れ
て
い

る
）
し
、
必
要
だ
と
し
て
も
2
l
4
1
b
（
返
還
後

の
米
軍
一
時
使
用
）
形
態
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
◆

地
域
と
直
接
対
話
せ
ず

日
本
政
府
は
、
用
地
問
題
を
共
同
で
対

処
し
て
い
る
こ
と
に
満
足
を
表
明
し
て
い

る
。
合
同
委
員
会
は
｀
発
足
当
初
か
ら
多

く
の
問
題
を
解
決
し
、
そ
の
結
果
数
に
お

い
て
も
面
積
に
お
い
て
も
多
く
の
施
設
が

日
本
に
返
還
さ
れ
た
。
米
国
も
日
本
も
、

政
治
的
議
論
や
、
利
害
を
持
つ
自
治
体
か

ら
の
直
接
の
訴
ス
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

政
府
対
政
府
の
合
同
委
員
会
を
通
し
た
用

地
問
題
の
解
決
プ
ロ
セ
ス
を
支
持
し
て
い

る
。
両
国
政
府
は
、
誠
実
に
協
議
し
な
が

ら
、
日
本
の
地
権
者
や
公
衆
の
利
益
に
か

な
う
と
同
時
に
、
共
通
の
安
全
保
障
上
の

要
請
に
も
合
致
す
る
解
決
策
を
、
慎
重
な

プ
ロ
セ
ス
を
経
て
探
り
続
け
て
い
る
。

ピ
ー
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
大
庭
里
美
／
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

ア
ク
シ
ョ
ン
・
ヒ
ロ
シ
マ
）

◆
人
類
を
核
の
実
害
（
地
球
人
類
の
破
滅
）
よ

り
救
う
道
は
あ
な
た
の
心
の
中
に
し
か
な
い
。
そ

れ
は
先
ず
非
核
法
を
制
定
、
全
世
界
に
及
ぼ
し
、

地
球
一
家
が
清
い
新
文
明
を
創
造
す
る
（
協
和
・

自
然
）
こ
と
で
あ
る
。
（
東
京
都
杉
並
区
／
阿
部
弘
）

◆
今
ま
で
防
衛
費
の
削
減
を
！
と
思
っ
て
き
た

が
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
オ
ウ
ム
の
疑
惑
と
現

在
日
本
は
平
和
で
安
全
の
イ
メ
ー
ジ
は
失
っ
た
。
u

こ
の
日
本
を
守
る
た
め
に
は
防
衛
費
削
減
と
は
言

え
な
く
な
っ
た
。
あ
ら
た
め

て
宗
教
法
人
の
無
税
に
疑
問

を
感
じ
た
。
宗
教
法
人
無
税

を
有
税
に
す
べ
き
で
す
。

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
み
な
さ

ん
。
宗
教
法
人
の
無
税
に
目

を
向
け
て
下
さ
い
。
宗
教
法

人
を
見
直
す
べ
き
と
政
府
に

申
し
入
れ
ま
し
ょ
う
。
：
と
り

急
ぎ
乱
筆
乱
文
に
て
失
礼
し

ま
す
。（
逗
子
市
／
高
橋
貴
代
子
）

、

`
'
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~
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● いつもご支援をありがとうございます。

● 月刊「キャッチピース」は、企画、執筆、編集、

製作そして発送まで、すべて手作りのボランティア・

ワークで発行されています。正直冒って、月 1回の

発行は決して楽ではなく、メゲそうになる時がない

と言ったらウソになります。そんな時、「あの記事読

みました」とか声をかけてもらったり、ハガキや振

替用紙に添えられたメッセージにどれだけ勇気づけ

られていることでしょう．3 読者の皆さんに支えられ

ていることをしみじみ感じる瞬間ですこ

● そんな皆さんにまたお願いをすることをお許し

ください先月の「会計報告」をごらん下さればおわか

りいただけますように、ついに（そしてまたまた）財布が

底をついてしまいましたっこの号の発行も（そして家賃までも）

借金、という情けない有り様です。

● 一時金カンハと会費の納入（会員の皆様には「納入状況の

お知らせ」を同封させていただきました）にご協力をお願いい

たしまずまだ会員になられていない方の入会や、お知り合いの

ご紹介などしていただければこんなにうれしいことはありません3

● 50年目の節目の年、サリン事件などで不安な空気が広がってい

ます。こんな時だからこそ、平和憲法と非暴力の精神にのっとった、新しい考えゃ

政策を、世界大に考え、地域の暮らし中から作りだし、わかちあっていきたいと思います。

重ねてご支援をお願いいたします。 （キャッチピース・スタッフー同）

0
0
0
0
0
 

一
時
金
カ
ン
パ
と

会
費
納
入
の

お
願
い

ご送金先：郵便振替 00160-7-136148 

同封の振替用紙をご利用ください。

キャッチピース

・
九
月
の
世
界
女
性
会
議
、
中
国
政
府
は

N
G

0
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
＾
薩
吻
を
北
京
か
ら
遠
く
に
追
い

や
っ
た
。

N
G
O
が
恐
い
よ
う
じ
ゃ
小
物
だ
ね
。
（や）

・

戦

後

五

0
年
決
議
、
永
田
町
の
ミ
ナ
サ
マ
の

醗
態
を
見
る
に
つ
け
、
つ
く
づ
く
悲
し
い
国
で
あ

る
な
あ
と
思
う
。
や
は
り
ザ
・
シ
ー
ク
氏
に
出
動

を
要
請
す
る
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
ま
）

・
ろ
く
な
こ
と
が
お
こ
ら
な
い
毎
日
の
中
で
青
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